
令和５年度 事 業 計 画 
 

〔芸術文化センターの管理・運営（概要）〕 

 
１ 芸術文化センター事業 

令和５年度の主催事業数は１３３事業２０２公演を予定している。 
コロナ禍の影響が最も深刻であった令和２年度実績（80事業 130公演）から大幅に回復
するとともに、コロナ禍以前の令和元年度実績(133 事業 242公演)に迫る公演数となって
いる。 
 

（１）佐渡芸術監督プロデュースオペラ 歌劇「ドン・ジョヴァンニ」 

令和５年７月１４日から２３日の日程で、兵庫発プロデュースオペラ 18 作目となるモ
ーツァルト歌劇「ドン・ジョヴァンニ」を８公演上演する。 
また、関連イベントとして、ハイライトコンサートを洲本市、稲美町、三田市、丹波篠

山市、市川町、小野市の県内６会場で６公演、芸術文化センターで２公演、ワンコイン・
プレ・レクチャーを４公演実施し、総合舞台芸術であるオペラの魅力の普及啓発の展開
に努める。 
 

（２）公演入場者数  

公演入場者は、2005年10月の開館以来、年間約50万人で推移していたところ、コロナ禍
により令和２年度は120,414人まで減少したが、令和４年度は413,105人（R4.4～R5.1）ま
で回復し、同年１２月には累計８００万人を達成した。 
 

（３）新たな企画・舞台芸術の普及 

令和４年度に新たに実施した知的・発達障がい児（者）向けの社会包摂プログラムを令
和５年度も開催するなど、より多くの方々への舞台芸術の鑑賞機会の提供、普及促進・定
着を図る。 

 
２ 兵庫芸術文化センター管弦楽団事業  

令和３年度よりコロナ禍以前と同様の公演数で再開した楽団定期演奏会は、令和５年度
も合計９事業２７公演の実施を予定している。 
青少年芸術体験事業「わくわくオーケストラ教室」の参加者数は、令和２年度の約10,000

人から令和４年度は約45,000人とコロナ禍以前まで回復し、令和５年度も同等の参加者
数を見込んでいる。 
小編成のオーケストラメンバーが小学校や特別支援学校へ出向くアウトリーチ事業は、

令和４年度に但馬地域の重点取組を実施したが、令和５年度は淡路地域の小学校での実
施を予定している。 

 

３ 施設の管理運営事業  

新型コロナウイルス感染症対策としては、引き続き、国・県の動向を注視するとともに、
センター独自の取組である感染症対策アドバイザーの助言等に基づく感染防止対策を講
ずることで安全・安心なセンター運営を行う。 
貸館公演数は、令和２年度の159公演から令和４年度の307公演（R4.4～R5.1）まで回

復し、コロナ禍以前の令和元年度の 326 公演も超える見込みである。令和５年度につい
ても引き続き、舞台芸術の鑑賞、創作、発表など多彩な文化創造活動の拠点をめざす。 
また、ふるさとひょうご寄附金を原資として、館内のコインロッカーを増設、車いすの

更新・増設を行い、誰もが快適に舞台芸術を楽しんでいただける施設づくりに取り組む。 
 

４ 人材育成 
芸術文化観光専門職大学の臨地実務実習生の受入れ（R4～）やトライやるウィークの受

入れ等を引き続き実施し、アートマネジメントの将来を担う人材育成を図る。 
また、令和４年１１月に開催し延べ約5,500 名の来場があったひょうごプレミアム芸術

デーについては、令和５年度は実施日を子どもたちの夏休み期間である８月３日に変更
し、将来の舞台芸術ファンの更なる開拓を目指す。 
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〔尼崎青少年創造劇場の管理・運営（概要）〕 

 
１ ピッコロシアター鑑賞劇場 

  県民文化の高揚と地域文化の進行を図るため、演劇、伝統芸能、音楽など優れた舞台芸術を 

紹介する鑑賞劇場１０事業(演劇４、落語５、関連事業１)を開催する。 

(１)文学座公演「昭和虞美人草」(作:マキノノゾミ 演出:西川信廣 5.9.2(土)、3(日)） 

(２)シアタースタート(乳幼児と家族向け) くわえ・パペットステージ「゙ぷっかり ぽっかり」（5.9.15(金)） 

(３)青年団プロデュース公演「馬留徳三郎の一日」 

(第 7回近松賞受賞作 作:高山さなえ 演出:平田オリザ 5.12.8(金)、9(土)) 

(４)桂米朝一門による「ピッコロ寄席」(5席)   

 
２ ピッコロ劇団事業 

県立ピッコロ劇団を運営し、多彩な舞台公演（本公演、ファミリー劇場、わくわくステージ
など）を開催するとともに、視覚・聴覚障害者の劇場へのアクセシビリティを高める鑑賞サポ
ートを継続する。また、学校等での演劇指導等人材育成事業を展開する。 

(１)第 76回公演「やわらかい服を着て」(作:永井愛 演出:眞山直則 5.7.21(金)～25(火)） 

(２)ファミリー劇場「森のなかの海賊船」～こそあどの森の物語～ 

（原作:岡田淳 演出:平井久美子 8月(大ホール)、12月(県立芸術文化センター 阪急中ホール)） 

(３)第 77回公演「オリジナル新作(タイトル未定)」（5.9.30（土）～10.5 日(木)） 

(演出＝岩松 了(ピッコロ劇団代表)、出演＝ピッコロ劇団員) 

(４)第 78回公演ピッコロシアタープロデュース「ロボット-RUR-」 

(作:カレル・チャペック 演出:高橋正徳 6.2.23（金）～25（日）県立芸術文化センター阪急中ホール) 

(５)わくわくステージ（5～6月、11～12月期）「森のなかの海賊船」～こそあどの森の物語～ 

  (大ホール、赤穂市文化会館) 

 
３ 人材育成・体験活動事業 

（１）ピッコロ演劇学校(本科(40名)、研究科(20名))、舞台技術学校(30名)の運営 
（２）ピッコロシアター文化セミナー＆文化セミナーラボ 

〔文化セミナー〕<102> 「地域で創造する魅力」(仮) (５．８．２９（火）) 
出演＝平田オリザ（劇作家・演出家/兵庫県立芸術文化観光専門職大学学長）、 

岩松 了(劇作家・演出家・俳優/兵庫県立ピッコロ劇団代表) 

〔文化セミナーラボ〕これまでピッコロシアターに馴染みのなかった層にも理解者・
ファンを広げるため、舞台芸術の周辺での興味深いテーマを扱う、小規模の実験
的なセミナーを３回開催する。 

（３）ピッコロ実技教室 

「ちゃっと！狂言～入門編～」や「40 歳からのワンコイン演劇講座」、「ピッコロオペラ

教室」など伝統芸能や演劇等の体験的学習、解説をまじえた実技教室を開催し、舞台芸術

への関心を高め将来の鑑賞者の育成を図る。 
（４）ひょうごプレミアム芸術デーにおける交流イベント 

    ７月 12 日（兵庫県発足の日）～７月 15 日の間、県民参加の舞台技術の体験やピッコロ

劇団による「おはなし会」などを開催する。 
 

４ 施設の管理運営事業 

徐々に劇場利用者数は回復してきている(R2 年度 29,120 人→R5.1 末 65,096 人)。引き続

き、「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に基づき、劇

場内諸施設を提供するほか、鑑賞劇場、文化セミナー等自主事業を適切に実施する。 

 



 

 
 

〔尼崎青少年創造劇場の管理・運営（詳細）〕 

 
尼崎青少年創造劇場は、①地域における文化創造の芽を育む舞台芸術創造活動の場の提

供、②「子どもと楽しむ落語会」等伝統芸術系の青少年・子ども向け事業の展開、③「県

立ピッコロ劇団」による良質な演劇を通した感動の提供、④ピッコロ劇団員による学校現

場等における表現活動の普及、⑤「ピッコロ演劇学校・舞台技術学校」の運営による人材

育成、⑥演劇等舞台芸術関係資料の閲覧・提供等を通した県民の自主的な文化活動の促進

に、重点的に取り組むとともに、県民にとって安全・安心、快適な施設を目指して、親切

かつ効率的な運営を心がける。 
また、新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けて、感染拡大予防ガイドラインに基づ

き、ハード・ソフト両面での予防措置を講じるなど、適時的確な取組を行う。 
 

１ ピッコロシアター鑑賞劇場 
県民文化の高揚と地域文化の振興を図るため、演劇、伝統芸能、音楽などの優れた舞 

台芸術を紹介する鑑賞劇場を開催する。また、毎年恒例の子どもと大人が一緒に楽し

める落語会など、明日のひょうごを担う子どもたちに伝統ある舞台芸術にふれる機会

を提供する。 
 
令和５年４月～６年３月ラインナップ〔１０事業（演劇４、落語５、関連事業１）〕 

事 業 名 公演年月日 出演者等 

ピッコロ寄席「桂ざこば一門会」 

（大ホール） 
５.５.１３(土) 出演＝桂ざこば、桂塩鯛 ほか 

劇団うりんこ「クローゼット Q」 

(大ホール) 
５.６.１０（土） 

構成・演出＝田辺 剛 

出演＝劇団うりんこ 

シアタースタート(９月)関連事業 

「おもちゃの広場」 

（中ホール） 

５.７.２９(土) 
出演＝おもちゃコンサルタント 

竹之下和美 

ピッコロ寄席「桂枝雀一門会」 

 （大ホール） 
５.８.１２(土) 出演＝桂南光ほか 

文学座公演 「昭和虞美人草」 

（大ホール） 

５.９.２(土) 

３(日) 

作  ＝マキノノゾミ 
演出＝西川信廣 

出演＝上川路啓志、鹿野真央 ほか 

シアタースタート くわえ・パペットｽﾃｰｼﾞ 

「ぷっかり ぽっかり」 

（中ホール） 

５.９.１５(金) 
構成・演出＝つげくわえ 
 

青年団プロデュース公演 

「馬留徳三郎の一日」 

(大ホール) 

５.１２.８(金) 

     ９(土) 

作  ＝髙山さなえ 

演出＝平田オリザ 

出演＝田村勝彦、猪股俊明 ほか 

ピッコロ寄席「桂吉朝一門会」 

（大ホール） 
５.１２.１６(土) 出演＝桂あさ吉、桂吉弥 ほか 

ピッコロ寄席「桂米團治独演会」 

（大ホール） 
６.２.３(土) 出演＝桂米團治 ほか 

ピッコロ寄席 

「子どもと楽しむ落語会」 

（大ホール） 

５.３.９(土) 出演＝桂吉弥 ほか 

合 計 １０事業 

 

 

 

 



 

 
 

２ 2023 ピッコロフェスティバル 
  開館記念日（８月 19 日）を中心に約 1 カ月にわたり、地域で創造活動に取組む若者た 

ちの演劇、音楽などの成果発表と交流の場として、施設を無償提供するとともに、鑑賞 

や体験等を通じた舞台芸術に親しむ機会とするため、県民の参加と協働による「ピッコ 

ロフェスティバル」を開催する。 
 
【時 期】 令和５年７月２９日（土）～８月２７日（日） 

【場 所】 ピッコロシアター・各ホール、閲覧室など 
【事業内容（予定）】 

区 分 内      容 

県民参加 

企画 

参加団体を公募して開催 

＊演劇：小・中・高校の部、大学・一般の部 

（舞台施設・設備を無償提供） 

地域団体 

連携企画 

〈阪神間など地域の文化団体組織と連携〉 

「人形劇フェスタ阪神」「バリアフリーコンサート」 

〈高校演劇研究会阪神支部と連携〉 

高校生向け演劇ワークショップを開催 

（企画運営は団体、舞台施設・設備を無償提供） 

体験企画 

<伝統芸能> 

大蔵流狂言方を講師に招いての「ちゃっと！狂言～入門編～」を開催 

<コミュニケーション力・表現力> 

新聞記事を題材にした「まわしよみ新聞＆演劇ワークショップ」 

<演劇> 

中高年を対象にした「４０歳からのワンコイン演劇講座」 

〈音楽〉 

オペラの解説・リハーサル見学等の体験機会を提供する「オペラの楽しみ

方」を開催（関西二期会オペラ研修所研修生によるオペラ公演を同時開催） 

特別企画 
〈ピッコロフェスティバルの期間中の開催〉 

ピッコロ劇団ファミリー劇場公演「森のなかの海賊船」、ピッコロ寄席など 

協賛企画 関係団体による演劇・ワークショップの開催 

 

３ 県立ピッコロ劇団事業  

① ピッコロ劇団公演 

優れた舞台芸術の創造と地域文化の振興を図るため、県立ピッコロ劇団を運営し、

ピッコロシアターでの多彩な舞台公演（本公演、ファミリー劇場など劇場へのアクセ

シビリティを高める鑑賞サポートを継続）や学校等での演劇指導等人材育成事業を展

開する。また、第２の活動拠点である県立芸術文化センター（西宮市）では 12 月にフ

ァミリー劇場公演を、２月には関西の演劇人との協働製作によるプロデュース公演を

上演する。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

劇団代表： 岩松 了  劇作家・演出家・俳優 
第 33 回岸田國士戯曲賞、第 28 回紀伊國屋演劇賞個人賞、 
第 49 回読売文学賞、第 21 回鶴屋南北戯曲賞、平成 30 年度兵庫県 
文化賞を受賞 

客   員： 鵜山   仁（演出家＝前新国立劇場演劇芸術監督・文学座） 

喜志 哲雄 (演劇評論家･京都大学名誉教授) 

杉本 了三 (演劇プロデューサー) 

内藤 裕敬 (劇作家･演出家･俳優＝南河内万歳一座) 

劇 団 員: 35 名（男 19 名 女 16 名）（令和５年２月末現在） 



 

 
 

ピッコロ劇団公演ラインナップ                 ※はピッコロ劇団員 

事 業 名 公演年月日 出演者等 

オフシアターVol.39 
「バックネット委員会」 

 （中ホール） 

５．４．７(金) 
～９(日) 

（５公演） 

作＝伊地知克介 
演出＝岡田 力（※） 
出演＝ピッコロ劇団員 

第76回公演 
「やわらかい服を着て」 

（大ホール） 

５．７．２１(金) 
～２５(火) 

（６公演） 

作＝永井 愛 
演出＝眞山直則（※） 
出演＝ピッコロ劇団員 

わくわくステージ（５～６月期） 
「森のなかの海賊船」 

～こそあどの森の物語～ 
 （ファミリー劇場と同演目）   （大ホール） 

５．５.２４(水) 
～６. ２(金) 
（９公演） 

原作=岡田 淳(理論社刊) 
台本＝秋浜悟史 
潤色・演出＝平井久美子（※） 
出演＝ピッコロ劇団員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

わくわくステージ 市町ホール公演 
「森のなかの海賊船」 

～こそあどの森の物語～ 
（ファミリー劇場と同演目） 

（赤穂市文化会館 赤穂化成ハーモニーホ
ール 大ホール） 

５．６. ９(金) 
（２公演） 

ファミリー劇場 
「森のなかの海賊船」 

～こそあどの森の物語～ 
（大ホール） 

 ５．８．５(土) 
～６(日) 

（４公演） 

わくわくステージ（11～12 月期） 
「森のなかの海賊船」 

～こそあどの森の物語～ 
（ファミリー劇場と同演目）       （大ホール） 

５.１１.２４(金) 
～１２.１(金) 
（調整中） 

ファミリー劇場 
「森のなかの海賊船」 

～こそあどの森の物語～ 
（県立芸術文化センター 阪急 中ホール） 

５.１２．２３(土) 
～２４(日) 

（３公演） 

第 77 回公演 
「タイトル未定」 

（大ホール） 

 ５.９.３０（土） 
～１０.５日(木) 

（６公演） 

作＝上原裕美 
(ピンクのレオタード) 

演出＝岩松 了 
(ピッコロ劇団代表) 

出演＝ピッコロ劇団員 
おでかけステージ（小学校公演） 
「タラレバ幽霊とタカラの山」 

（小学校体育館等） 

５.１０～１１月 
県内の小学校
等での上演 

台本＝谷口雅美/原 竹志（※） 
演出＝原 竹志（※） 
出演＝ピッコロ劇団員 

第 78 回公演 
ピッコロシアタープロデュース 
「ロボット-RUR-」 
(県立芸術文化センター 阪急 中ホール) 

６.２.２３（金） 
～２５（日） 
（５公演） 

作＝カレル・チャペック 
翻訳＝田才益夫 
演出＝高橋正徳(文学座) 
出演＝ピッコロ劇団員ほか 
 
 
 
 

合 計１０事業 
【本公演３本、ファミリー劇場２本、オフシアター、わくわくステージ、同市町公演、おでかけステージ】 

(注)「わくわくステージ」：ピッコロ劇団による中学生向け演劇鑑賞体験事業 
 

（参考）鑑賞サポートの取組 

ファミリー劇場・わくわくステージなどにおいて、ピッコロ劇団員の参画のもとに、 
多様なアクセシビリティに配慮した鑑賞サポートの取組を継続して進めていく。 
《取組例》 
・視覚障害のある方向けに音声ガイド付き公演 
 （R5：わくわくステージ(５～６月期)、ファミリー劇場(８月)で実施予定） 

・聴覚障害のある方向けに公演の音声情報を字幕表示（タブレット配布又は舞台上で表示） 

12 月公演 
オーディションによる子ども達
が出演予定 

 

オーディションにより関西俳優陣 

が出演予定 

 



 

 
 

 （R5：わくわくステージ(11～12 月期)、ファミリー劇場(12 月)で実施予定） 

・バックステージ解説での手話通訳 
・視覚障害のある方に事前に舞台の立体図（触図）に触れてもらう 
・公演台本・ヒアリングループ・骨伝導補聴器の貸出 
・受付での手話通訳、筆談対応 等 
 

② 演劇指導（演劇ワークショップ）など 
ピッコロ演劇学校（本科・研究科）、県立宝塚北高校（演劇科）をはじめとした大学、

高校等、県立教育研修所、兵庫県自治研修所等へ劇団員を指導者として派遣するとと

もに、演劇の裾野の拡大をめざし、演劇・創作活動を身近に感じてもらうため、県内

各地でワークショップ等を開催する。小学校などでは演劇ワークショップ「あつまれ！

ピッコロひろば」を実施する。併せて、特別支援学校生徒や日本語に不慣れな外国人

などへの社会包摂活動につながる演劇ワークショップなどの取組も継続して進めてい

く｡ 
 

③ 外部出演 

他劇団､放送局等の依頼を受けて､演劇公演､映画､放送等に出演。 
 

④ ピッコロサポートクラブへの支援 

ピッコロ劇団の活動を地域全体で支援するため、平成８年に尼崎商工会議所等が中

心となって設立された後援会組織である「ピッコロサポートクラブ」の活動を支援す

るとともに、情報誌「ｉｎｔｏ」を共同発行する。  
（参考１）ピッコロサポートクラブ会員  349 口（令和５年１月末現在） 

種類 年会費 
法人会員（企業・団体向） 20,000 円 
個人会員（特別会員） 10,000 円 
個人会員（Ａ会員） 6,000 円 
個人会員（Ｂ会員） 2,000 円 
個人会員（Ｊ会員高校生以下） 4,000 円 

〔特 典〕 
・ピッコロ劇団公演への招待または入場料割引、先行予約 
・情報誌「ｉｎｔｏ」、稽古場見学会や劇団員との茶話会等の催し物案内の送付 
・演劇、落語会等ピッコロシアター自主事業の入場料割引、先行予約等  

 （参考２）情報誌「ｉｎｔｏ」の発行 
ピッコロ劇団公演の紹介をはじめ、劇団員の活動、ピッコロシアターでの催し物

等の情報を提供する。 
＊Ａ５版/20 ページ（カラー印刷）/年４回/各 3,000～4,000 部 

 

４ 人材育成・体験活動事業 
① ピッコロ演劇学校の運営 

   地域文化を高める演劇創造に参加しようとする若者たちに、夢を与え、表現力や創 

造力、コミュニケーション力を身につけさせることで、人間性豊かな人材を育成する。 

【期 間】  令和５年４月～６年３月 

【場 所】  ピッコロシアター 

【授 業】    原則として毎週２回(火・木の夜間)と年数回の特別講義 

特別講師：岩松 了、平田 オリザ、鐘下 辰男など 

【募集人数】 本科 40 名、研究科 20 名 

【上演実習】 (本科)  前期発表会、卒業公演[舞台技術学校と合同製作] 

(研究科) 前期発表会、卒業公演 

 

 

 

 



 

 
 

② ピッコロ舞台技術学校の運営 

クリエイティブな地域文化のステージづくりと文化施設の活性化のため、舞台芸術 

を支える美術、照明、音響の舞台技術人材を育成する。 
【期 間】  令和５年４月～６年３月 
【場 所】  ピッコロシアター、芸術文化センター（学外授業） 
【授 業】  原則として毎週２回（水・金の夜間）と年数回の特別講義 

     特別講師：服部 基、山北 史郎、堀尾 幸男 
【募集人数】 美術、照明、音響 計 30 名 

【上演実習】 クラシックコンサート実習、軽音楽ライブ実習、 
卒業公演[演劇学校本科と合同製作] 

③ ピッコロ・山根演劇賞の贈呈 
ピッコロ演劇学校生及びピッコロ舞台技術学校生のうち成績優秀で他の模範となっ 

た者や、ピッコロ劇団員のうち優れた演劇活動を行った者など、優れた演劇活動を行 
った者に「ピッコロ・山根演劇賞」を贈呈する。（時期：令和６年３月） 

 
④ ピッコロシアター文化セミナー＆文化セミナーラボ 

  〔文化セミナー〕 

著名な舞台人による講演、専門家による伝統芸術の紹介・解説などの教養講座を開 
催し、舞台芸術への関心を高め、地域文化の振興を図る。（ピッコロシアター大ホール） 

事  業  名 期 日 出演者等 

<102> 「地域で創造する魅力」(仮) 

平田オリザ・岩松 了 

  

（調整中） 

５．８．２９（火） 

出演＝平田オリザ（劇作家・演出

家/兵庫県立芸術文化観光専門

職大学学長）、 

岩松 了(劇作家・演出家・俳優/兵

庫県立ピッコロ劇団代表) 
 

〔文化セミナーラボ〕 

   従来の文化セミナーに加え、これまでピッコロシアターに馴染みのなかった層に

も理解者・ファンを広げるため、舞台芸術の周辺での興味深いテーマを扱う、小規

模の実験的なセミナーを開催する。 

  【実施回数等】年３回（小ホール・閲覧スペースほかで実施） 
  【講師】研究者、まちづくりプロデューサー、新聞記者等 
 

⑤ ピッコロ実技教室 

   伝統芸能や演劇等の体験的学習、解説をまじえた実技教室を開催し、舞台芸術への 
関心を高め将来の鑑賞者の育成を図る。 
 いずれも、2023 ピッコロフェスティバルの期間中に「体験企画」として実施。 

 事  業  名 期  日 出演者（指導者）等 

40 歳からのワンコイン演劇講座  ５.８.６（日） 講師：瀬口昌生(大手前大准教授) 

まわしよみ新聞＆演劇ワークシ

ョップ〈壁新聞を演じてみよう〉 
 ５.８.９（水） 

講師：陸奥賢(まわしよみ新聞考案

者)、ピッコロ劇団員 

ちゃっと！狂言～入門編～ 
５.８.１９（土） 

２０（日） 

講師：大蔵流狂言方 

善竹隆司・善竹隆平 

令和の演劇向上委員会 ５.８.２２（火） 

講師：兵庫県高等学校演劇研究会 

阪神支部加盟の教諭(演劇 

部顧問)ほか 

オペラの普及をめざして 

関西二期会オペラ研修所と連携 

「ピッコロオペラ教室」 

「第 59 期生による修了オペラ」 

（演目は調整中） 

オペラの楽しみ方 

５.８.２５（金） 
講師：関西二期会理事 

オペラ公演 

５.８.２６（土） 

関西二期会オペラ研修所 

第５９期生 ほか 

 



 

 
 

⑥ 研修生等の受け入れ 

   開かれた劇場として、トライやる・ウィーク、インターンシップをはじめとした研 
修生（中・高・大学生等）を年間通して内外から受け入れる。 
 また、県立芸術文化観光専門職大学（豊岡）から大学生を実習先として受け入れる。 
（令和４年度は２年生を受け入れし、今後、順次３・４年生を受入予定） 

 
⑦ ピッコロ動画配信～コロナ禍から始まった取組～ 

ピッコロシアターとピッコロ劇団の事業・公演について、より幅広い客層に関心を 

持ってもらい、実際に足を運んでもらえるよう、ＳＮＳやホームページ等を通じて、

劇団員によるＰＲ動画などのコンテンツ配信などに取り組む。 

⑧ ひょうごプレミアム芸術デーにおける交流イベントの開催  

   ７月 12 日（兵庫県発足の日）を中心とした１週間、県立芸術文化施設において芸術

関連のイベントが開催されることに合わせて、ピッコロシアターにおいても県民参加

の舞台技術の体験やピッコロ劇団による「おはなし会」などを開催する。 

 
５ 施設の管理運営事業 

① 兵庫県立尼崎青少年創造劇場の施設管理 

青少年の演劇、音楽、舞踊等の創造活動を促進するとともに、広く県民文化の高揚 
を図るため設置された「県立尼崎青少年創造劇場（ピッコロシアター）」の指定管理者 
として、演劇、音楽、舞踊等の舞台芸術の練習・発表の場である劇場内諸施設を提供 
するほか、鑑賞劇場、文化セミナー等自主事業を適切に実施する。 

【所在地】 尼崎市南塚口町３丁目 17 番８号 

【施 設】 ・大ホール(客席数 396 席) ・中ホール(収容 200 人)  

・小ホール(収容 100 人)  ・楽屋（６室） ・練習室（３室） 

・資料室（閲覧スペース・書庫） ・舞台美術工房 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 情報の提供 

（ア） 演劇等舞台芸術関係資料の提供（蔵書数約 32,000 冊※） 

青少年などの幅広い創造活動を支援するため、資料室において、演劇・音楽・舞

踊などの舞台芸術専門書等の閲覧・貸出を行い、照会にも迅速に対応する。 
※ 令和２年度にピッコロ劇団初代代表、故・秋浜悟史氏のご遺族からの寄贈蔵書約 5,500 冊を 

「秋浜文庫」として受け入れ、書籍の充実を図った。 
 

（参考）近年実施した主な施設改修 

《R4 年度》 

・大ホール客席誘導灯修繕工事 

・大ホールワイヤレスマイク設備更新 

・中ホールスピーカー更新工事 

・中小ホール搬入口重量シャッターの修理 

・外部２階エントランス等防水工事 

 

《H29～R3 年度》 

・動画配信のためのＷｉ-Ｆｉ整備(各ホール・楽屋・練習室・閲覧室及び別館稽古場)(R3) 

・ホールのロスナイ（換気システム）の改修(R3) 

・別館稽古場への換気設備改修(R2) 

・大ホールホワイエに障害者等対応エレベーターを設置(R2) 

・展示室を劇場利用者同士の交流が図れる閲覧スペース等に改装、書庫を整備(R1-2) 

・ホール天井照明のＬＥＤ化、練習室の防音換気機能向上(R1-2) 

・小道具等が製作できる舞台美術工房を大ホールＢ１階に整備(R1) 

・トイレの完全洋式化、おむつ交換台、授乳室の設置（H29-R1） 

 



 

 
 

（イ） ピッコロ・ホームページの運営  

       より見やすく分かりやすいレイアウトとなるよう工夫するとともに、スマー

トフォンからのアクセスの改良などを継続し、今後とも情報発信力の充実を図る。 
※ ＵＲＬ https://piccolo-theater.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ウ） 芸術文化情報コーナーの運営 

劇場内２カ所に県内外の芸術文化公演や劇場・劇団の等のチラシ、パンフレッ

トを見やすく配置し、来場者へ多くの芸術文化情報を提供する。 
 

６ その他、施設利用者の利便向上への取り組み（収益事業） 
喫茶スペースの貸出 

・ 主催事業（公演や募集情報等）がよりタイムリーに伝わるようビジュアルを工夫 
・ 『今日の劇場』を、貸館情報も含め日々の劇場の動きが分かるレイアウトに更新 
・ スマートフォン、タブレット端末等にも対応するレイアウトにしてＰＲ効果を向上 
・ フェイスブック、ツイッターを活用したＳＮＳにより発信 
（内容）＊ 公演＆参加する   公演・募集情報、月間スケジュール 等 

＊ 劇場を知る＆使う  フロアガイド、利用案内、空き状況 等 
＊ ピッコロ劇団    劇団員プロフィール、上演記録 等 
＊ ピッコロ演劇学校＆ピッコロ舞台技術学校 学校案内、学校Ｑ＆Ａ 等 

https://piccolo-theater.jp


 

 

〔本部の事業（概要）〕 

 
芸術文化の普及・啓発 

 

１ 主催事業 

（１）芸術文化活動の表彰事業 

 将来の活躍が期待される優れた音楽家を対象とする「坂井時忠音楽賞」、功績のあった女性
洋画家を対象とする「亀高文子記念―赤艸社賞」、地域の伝統文化の継承等に貢献した者・団
体を対象とする「ふるさと文化賞」などの表彰事業を実施し、県の芸術文化の高揚を図る。 

（２）コンクール、展示事業 

広く県民を対象とした「兵庫ふれあい美術展」を開催するなど、県民の創作活動を後押し
するとともに、世代や分野を超えた人々の交流の場づくりを進める。県民アートギャラリー
等において、新進美術家による「作品展」を開催し、発表の機会と一般県民が気軽に鑑賞で
きる場を提供する。 

（３）主催公演事業 

 小学校・高校や公立文化施設において「県民芸術劇場」を実施し、学生や一般県民が優れ
た舞台芸術を身近で鑑賞するとともに、県内芸術団体等が活動する機会を提供する。県民会
館においてロビーコンサート、リサイタルを開催するなど、新進・若手芸術の発表の機会と
一般県民が気軽に鑑賞できる場を提供する。 

（４）講座・体験等事業 

県民の高い学習意欲に応えるため「兵庫県生活文化大学」を開催し、年間を通じて歴史、
美術、音楽等の多彩な分野の講座を実施するほか、県立美術館、博物館等と連携した短期講
座を実施する。子どもをはじめ幅広い層の県民が伝統文化を体験できる「伝統文化ふれあい
広場」や「伝統文化体験教室」を実施する。 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 

様々なジャンルの県域芸術文化団体や市町等と連携・協力し、「ふれあい文化の祭典－県民文
化普及事業」を展開し、イベント等を通じて県下に芸術文化のすそ野を拡げていく。７地域の
地域文化団体で構成される兵庫県地域文化団体協議会と連携し、地域文化の向上・振興を図る。 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 

 「ひょうごアーティストサロン」を県民会館に置き、芸術文化関係者の交流・連携相談や情
報発信等の機能を担わせる。新進・若手の芸術家を対象とした美術作品展、ロビーコンサート、
リサイタルの開催、アーティストサロン賞の贈呈などにより活動を支援する。 

 

４ 情報の提供 

  協会の各施設や関係文化施設、芸術文化団体等の情報を掲載した情報紙「すずかけ」を毎月発
行する。ホームページや各種SNSによる発信、YouTubeチャンネルでの県内芸術家・団体の活動
等の動画配信などを行い、広く一般県民の芸術文化への関心を高め、参加を促す。 

 



 

 

〔本部の事業（詳細）〕 
 

芸術文化協会本部では、協会全体の総合調整を行うとともに、芸術文化の普及啓発を推

進し、県民文化・地域文化の向上を図るため、①主催事業（表彰、コンクール・展示、コ

ンサート・リサイタル、講座・体験等）、②芸術文化団体等との連携（ふれあい文化の祭

典、地域文化団体との協力等）、③ひょうごアーティストサロンの運営、④情報提供の分

野において各種事業を展開する。 

事業の実施に当たっては、ニーズ等を踏まえたより魅力ある内容となるよう充実に努め

るとともに、厳しい財政環境にあることから、事務の改善、寄附金等の活用を引き続き図

っていく。また、新型コロナウイルス感染症については、対処方針等を踏まえながら適宜

適切な対策を講じていく。 
 

１ 主催事業 

（１） 芸術文化活動の表彰事業 
① 第４２回ふるさと文化賞の贈呈 

地域において永年にわたり、伝統文化の継承、ふるさと文化の高揚に多大な貢献

をされた個人、団体を顕彰するため、「ふるさと文化賞」を贈る。 

【件 数】 ３件以内 
 

② 亀高文子記念－赤艸社
せきそうしゃ

賞の贈呈 

絵画の創作を通じて、県民文化の高揚に功績のあった女性洋画家を顕彰する「亀

高文子記念－赤艸社賞」を贈る。 

【件 数】 ２件以内 

【副 賞】 ２０万円 
 

③ 坂井時忠音楽賞の贈呈 

県内における音楽活動に優れた業績をあげ、かつ、将来の活躍が期待される音楽

家を顕彰する「坂井時忠音楽賞」を贈る。 

【件 数】 ２件以内 

【副 賞】 ３０万円 
 

④ ひょうごアーティストサロン賞の贈呈 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待さ

れる新進・若手芸術家等を顕彰するため「ひょうごアーティストサロン賞」を贈る。 

【件 数】 ３件以内 

 

（２） コンクール、展示事業 
① 第３５回全国手工芸コンクール in ひょうご 

ふだんの生活から創りだされた、ぬくもりのある手工芸作品を全国から募集し、

優秀作品を表彰する。 

【会 期】 令和５年１１月２４日(金)～２６日(日) 

【会 場】 兵庫県民アートギャラリー 
 

② 第２９回兵庫ふれあい美術展 

日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・鈴懸の径絵画部門の作品を公募し、優秀

作品を表彰する。 

【会 期】 令和５年１２月２２日(金)～２４日(日) 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

 

③ 第６１回 ２０２３県展 

絵画、彫刻・立体、工芸、書、写真、デザインを公募し、優秀作品を表彰する。 

【会 期】 令和５年８月５日(土)～１９日(土) 



 

 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【共 催】 兵庫県・兵庫県立美術館・神戸新聞社 
 

④ 新進美術家作品展（アーティストサロン事業） 

県内各美術団体の協力を得て、芸術文化コーディネーターのもと、新進作家を中

心とした作品展を開催する。 
 

 ・ひょうごアーティストサロン内ギャラリー 

作 品 展 開催時期（２ヶ月程度） 

兵庫二紀会選抜展 ４月～５月 

兵庫県写真作家協会新進作家選抜展 ６月～７月 

兵庫県美術家同盟新進作家展 ８月～９月 

兵庫の工芸壁面を飾る １０月～１１月 

兵庫県書作家協会選抜展 １２月～１月 

兵庫県日本画家連盟新進作家展 ２月～３月 
 

・県民アートギャラリー特別展示室 

作 品 展 開催回数等 

新進美術作家作品展（工芸、日本画） 年２回 （各５日間） 

  
  ・県民アートギャラリー大・中展示室 

作 品 展 開催時期 

選抜作家展―兵庫県美術作家交流展― １２月 （５日間） 

 

（３） 主催公演事業 
① 県民芸術劇場 

小学生・高校生、一般県民が優れた舞台芸術を身近に鑑賞し、県内芸術団体等が

活動する機会として県民芸術劇場を開催する。 

【時 期】 通年 

種別 開催場所 公演数（前年度）  公演内容 

一般公演 市町文化会館等 １４（５） オーケストラ、室内楽、声楽、

打楽器、演劇、ミュージカル、

人形浄瑠璃、能楽、落語等 学校公演 
小学校 

高等学校等 

 

６０（５1） 

合計 ７４（５６）  

② 県民会館ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

兵庫県民会館のロビーを活用した新進・若手アーティストのコンサートを開 

催する。 

【時 期】 原則毎月第２土曜日 

【会 場】 兵庫県民会館１階ロビー 
 

  ③ 県内芸術家ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

 県・市町の文化施設等における新進芸術家等によるロビーコンサートを実施し、

発表と鑑賞の機会を創出する。 

【回 数】 ２０公演程度 

     【会 場】 県市町文化施設 
 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（アーティストサロン事業） 

兵庫県出身、在住、在勤、在学で芸術文化活動をする概ね４５歳未満の個人及び

団体で、今後の活躍が期待される新進芸術家に発表の場を提供する。 



 

 

また、兵庫県いけばな協会の協力により、会場にいけばなを飾り、伝統文化の紹

介に資する。 

【回 数】 年７回程度 

【会 場】 兵庫県民会館けんみんホール 
 

（４） 講座・体験等事業 
① 兵庫県生活文化大学 

日々の暮らしに喜び、感動を求め、歴史や文化に深い関心を寄せる県民の学習意

欲に応えるため、多彩な講座で構成する兵庫県生活文化大学を開催する。 

講 座 名 開催地・会場 期間・回数 

通 

年 

神
戸
校 

文化財 
（県立美術館「芸術の館友の会」） 

神戸市 

兵庫県民会館 

４～２月  １０回 

考古学 
（県立考古博物館） 

４～２月  １０回 

日本美術   
（県立美術館「芸術の館友の会」） 

４～２月  １０回 

西洋美術 
（県立美術館「芸術の館友の会」） 

４～２月  １０回 

ふるさとの歴史 
（県立歴史博物館 ひょうご歴史研究室） 

４～２月  １０回 

音楽鑑賞 
（兵庫県音楽活動推進会議） 

５～３月  １０回 

通 

年 

明
石
校 

ふるさとの歴史 
（明石市） 

（県立歴史博物館） 

明石市 

明石市生涯学習セ

ンター 

４～２月  １０回 

姫
路
校 

ふるさとの歴史 
（県立歴史博物館） 

姫路市 

県立歴史博物館 
４～２月  １０回 

短期 

展覧会特別鑑賞講座（3） 

伝統芸能講座 

湊川隧道特別見学会 

神戸市・西宮市 

県立美術館 

芸術文化センター 

湊川隧道 

４～２月  ５回 

合計 １３講座 ８５回 

② 風土と文化の歴史学講座 

田辺眞人 園田学園女子大学名誉教授を講師に迎え、様々な風土から育まれた多

様な文化を歴史的に考察する。 

   【時 期】 令和５年８月頃～令和５年１０月（全３回） 

   【会 場】 兵庫県民会館けんみんホール 
  

③ 伝統文化ふれあい広場 

    誰もが気軽に様々な伝統文化を一度に「する」「みる」ことができる機会を提供

し、伝統文化の裾野の拡大を目指す。 

【時 期】 令和６年３月２日（土）～３日（日）（予定） 

【会 場】 兵庫県公館 

【内 容】 民謡、邦楽、日本舞踊、能楽、いけばな、茶道、書道、工芸等の

体験や実演鑑賞等 
  

④ 伝統文化体験教室 

伝統文化をより深く体験できるよう県公館和風会議室を利用した体験教室を開

催する。 

【時 期】 令和５年４月～９月 

 



 

 

【会 場】 兵庫県公館 和風会議室、兵庫県民会館等 

【内 容】 能楽、日本舞踊、須磨琴、箏 
        

⑤ 友の会事業の推進 

芸術文化を愛し、こころ豊かな生活文化を育む人々が、芸術文化に関する学習や

交流事業を通じて、生きがいづくりと会員相互の交流を図るため、友の会事業を推

進する。また、会員数の拡大や会員特典施設の増加・充実等に取り組む。 

【名 称】 兵庫県芸術文化協会友の会 

【種 類】  個人会員               （会費:  3,000 円） 

ファミリー会員（同一世帯・２人まで）    （会費:  5,000 円） 

団体会員                           （会費: 10,000 円） 

【特 典】・文化情報紙「すずかけ」の送付（毎月） 

・生活文化大学の受講料等割引 

・美術館・博物館等の入館料割引 

・提携劇場指定公演チケットの割引など     

     

２ 芸術文化団体等との連携事業 
             ＊…その他（芸術文化団体との連携事業）に区分される事業 

（１）兵庫県地域文化団体協議会への支援 

県内７地域の文化団体協議会等と協会で組織する兵庫県地域文化団体協議会の事

務局を運営し、情報や課題の共有、共同事業の実施など地域文化の活性化を図る。   

① 地域文化団体との共同事業 ＊ 

県内７地域の文化団体協議会等と協力し、地域伝統文化事業をはじめ、各地の自

主的な芸術文化事業を開催する。 

【対 象】地域文化団体７団体 

【内 容】  

阪神南文化振興団体連絡協議会…「尼崎文化団体協議会主催 市民向けワーク

ショップ」の開催 

阪神北文化振興団体連絡協議会…「阪神北文化交流会」の開催 

東播磨文化団体連合会……………  東播磨文芸誌「東はりま文化子午線」 

第４７号の発行 

西播磨文化協会連絡協議会………「西播磨地域ふれあい文化交流会」の開催 

但馬文化協会………………………  但馬文学のつどい「たじま作品集～短詩型 

文学～」第４８集の発行 

丹波文化団体協議会………………「丹波地域文化フェスティバル」の開催 

淡路文化団体連絡協議会…………「淡路文化の祭り」の開催 
  

② 地域文化を考えるシンポジウム 

県内市・町文化協会長等が一堂に会し、シンポジウムを通じて地域の文化活動を

語りあい、芸術文化情報の交換と連携の輪を広げ、地域文化の活性化と県民文化の

向上を図る。 

【時 期】 令和５年１１月１６日（木） 

【会 場】 赤穂市文化会館 赤穂化成ハーモニーホール 

【テーマ】 調整中  

 

（２）県民文化普及事業 ふれあい文化の祭典 ＊ 

芸術文化団体が、市町及び兵庫県の協力を得て「令和５年度県民文化普及事業―ふ

れあい文化の祭典」（２４事業）として実施するイベント等について、事務調整、広

報、観客誘致等を担当し、協力・支援する。 

№ 事 業 名 関係文化団体 会場（市町） 

１ ひょうご演劇祭 兵庫県劇団協議会 豊岡市 



 

 

№ 事 業 名 関係文化団体 会場（市町） 

２ ひょうご邦楽の祭典 兵庫県箏絃連盟 西宮市 

３ ひょうご吟剣詩舞道祭 
兵庫県吟詠連盟、 

兵庫県吟剣詩舞道総連盟 
西宮市 

４ 和太鼓フェスティバル in 兵庫 兵庫県太鼓連盟 調整中 

５ アンサンブル・フェスティバル兵庫 兵庫県音楽活動推進会議 西宮市 

６ 音楽とダンスの祭典 in Hyogo 兵庫県ダンススポーツ連盟 神戸市 

７ ひょうごブラスフェスティバル  兵庫県吹奏楽連盟 川西市 

８ 詩のフェスタ ひょうご 兵庫県現代詩協会 神戸市 

９ ひょうご名流舞踊の会 兵庫県舞踊文化協会 神戸市 

１０ ひょうご洋舞フェスティバル 兵庫県洋舞家協会 西宮市 

１１ ひょうご大茶会 兵庫県茶道協会 神戸市 

１２ ひょうご日本民謡フェスティバル 日本民謡民舞兵庫県連合会 神戸市 

１３ 全国手工芸コンクール in ひょうご 兵庫県婦人手工芸協会 神戸市 

１４ 兵庫県いけばな展（神戸展） 
兵庫県いけばな協会、 

兵庫県いけばな芸術文化振興会議 
神戸市 

１５ 兵庫県いけばな展（地域展） 
兵庫県いけばな協会、 

兵庫県いけばな芸術文化振興会議 
姫路市 

１６ 兵庫県交響楽祭 兵庫県オーケストラ協議会 西宮市 

１７ 兵庫県川柳祭 兵庫県川柳協会 神戸市 

１８ 兵庫短歌祭 兵庫県歌人クラブ 神戸市 

１９ 兵庫ふれあい美術展 (公財)兵庫県芸術文化協会 神戸市 

２０ ひょうご民俗芸能祭 兵庫県伝承民俗芸能文化協会 太子町 

２１ 阪神北文化フェスティバル 阪神北文化振興団体連絡協議会 調整中 

２２ 東播磨文化フェスティバル 東播磨文化団体連合会 加東市 

２３ 西播磨文化フェスティバル 西播磨文化協会連絡協議会 たつの市 

２４ 丹波文化フェスティバル 丹波文化団体協議会 丹波市 

 

（３）市町ホール活用支援事業 

     市町ホールの活性化、人材育成、県内公立文化施設間の連携強化を図るため、県内

２市町の公立文化施設（市町ホール等）が、音楽や演劇等の大型自主公演を共同で企

画する同一内容の自主公演事業を支援する。 

【採択件数】 ３件（６公演）程度   【対象経費】 公演料 

【助 成 額】   １公演あたり200万円上限（負担割合 県：施設①：施設②＝1:1:1） 

 

（４）舞台芸術鑑賞機会創出事業 

   県内の文化施設において、音楽・演劇等の有料公演を行う際に一定数を学生向けに

無料で開放し、コロナ社会で減少した子どもの舞台鑑賞機会や県内アーティストの活

動機会を創出する舞台公演を支援する。 

【採択件数】 ３０公演程度    【対象経費】 公演料 

【助 成 額】 １公演あたり 500 千円上限 

 



 

 

（５）芸術文化団体等の事業への支援 

県内で開催される文化振興に寄与する事業を支援するとともに、優秀作品に兵庫県

芸術文化協会賞を贈る。 

【後援名義】 年間約２５０団体 

 

（６）兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援 

兵庫県文化賞受賞者で構成される、兵庫県文化賞受賞者懇話会の事務局運営等の支

援を通じて、芸術文化の振興を図る。 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 
ひょうごアーティストサロンに芸術文化コーディネーターを置いて、新進・若手アー

ティスト等に対する相談・助言や、発表の機会と場の提供などをより積極的に行うこと

により、新進・若手アーティストの育成支援と地域における芸術文化活動のさらなる活

性化を図る。 

また、新進・若手アーティストの育成支援を図るために、様々な機会を通じた募金活

動に継続的に取り組む。 

 

（１）芸術文化関係者の交流・連携の促進 

様々な分野の芸術文化関係者がアーティストサロンに集い、出会い、語らいの場と

して利用されることにより、交流拠点としてのサロン機能を発揮する。 

（２）相談・助言・斡旋事業の実施 

芸術文化情報の収集・発信を通して蓄積した人材情報等に基づき、初心者から若手、

中堅を問わず芸術文化活動に関する様々な相談に応じる。 

また、県・市町および関係団体が主催するシンポジウム・セミナー・各種大会にお

いて、これらの事業に花を添えるような形で、県内のアーティストに参画していただ

く「ひょうごさわやかステージ」と冠したミニコンサートやミニ展覧会を斡旋するこ

とで、県民により多くの芸術文化に触れる機会を提供する。 
 

（３）新進・若手アーティストの育成・支援 

① 新進美術家作品展（再掲） 

② 県民会館ロビーコンサート（再掲） 

  ③ 県内芸術家ロビーコンサート（再掲） 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（再掲） 

 

４ 情報の提供 
（１）文化情報紙「すずかけ」の発行  

   協会の文化情報紙「すずかけ」を発行し、芸術文化への関心を高め、参加を促す。 

【内 容】 芸術文化協会の事業紹介、文化関係者の活動紹介、県内のイベント

情報等 

【発 行】 毎月１回／５，０００部 

【配布先】 文化会館、美術館、博物館等の文化施設、市町文化担当課、友の会

会員ほか 

（２）文化情報の場の提供 

ひょうごアーティストサロンに隣接する兵庫県民会館１Ｆ特別展示室を活用し、協

会事業の紹介や、県内の芸術文化活動などの情報発信を強化する。 

（３）文化情報の提供 

兵庫県民会館に文化情報紙、県内施設等の催物案内チラシなどを配架し、多彩な文

化情報を提供する。 



 

 

（４）ホームページの運営 

協会概要や本部の情報提供のみならず、芸術文化センター、ピッコロシアター、県

民会館、原田の森ギャラリー、横尾忠則現代美術館の各ホームページにリンクし、各

施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介することにより、施設、事業のＰＲとともに

文化情報の蓄積・発信・共有を促進する。 

(公財)兵庫県芸術文化協会（https://hyogo-arts.or.jp） 

【内 容】・協会の概要 

・協会主催事業等の案内 

・管理施設の案内 

（５）その他多面的な広報活動 

① ＳＮＳの運営 

YouTube チャンネルで動画配信をするほか、Twitter、Facebook、Instagram を

活用して、情報発信を強化する。 

② マスメディアによる情報提供の強化 

  テレビ、ラジオ、新聞等への記者発表、資料配布など 

 ③ 県広報媒体の活用 

   兵庫県広報紙「県民だよりひょうご」、サンテレビ県民情報番組「ひょうご発

信！」兵庫県広報戦略課 Facebook「はばタンなび」等 

 ④ 県内文化施設等多様なチャンネルを活用した情報提供 

   兵庫県生活文化大学で共催している県立美術館、県立歴史博物館、県立考古博

物館等の施設と連携してＰＲを行うほか、県内の文化施設や図書館、各教育機関

を通じて情報発信を行う。 

https://hyogo-arts.or.jp


 

 

  

〔県立美術館王子分館の管理・運営（概要）〕 

 
１ 原田の森ギャラリーの運営 

（１）貸しギャラリーの適正な運営 

地域のプロ・アマチュア芸術家、芸術文化団体の作品発表の場として、また、県民がさ
まざまな芸術文化に触れ、交流する場となるよう、ギャラリー運営会議の助言を得なが
ら、ギャラリーの適正で、効率的な運営を図る。 
 

（２）ギャラリーの利便性向上 

ギャラリー利用者の利便性向上に向け、デジタルサイネージによるイベント情報・館内
案内に続き、予約システムを新たに導入し、空き情報の確認、利用申込等の手続きの効
率化を図る。 

 
２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 

（１）横尾作品を中心とした展覧会運営 

横尾氏の小説世界を視覚化する実験的な展覧会やライフワーク「Ｙ字路」シリーズな
ど、横尾作品の魅力を紹介する３つの展覧会を実施する。 

① 横尾忠則 原郷の森 / 令和５年５月27日～８月 27日（80日間） 
② Yokoo in Wonderland －横尾忠則の不思議の国 / ９月 16日～12月 24日(86 日間) 
③ 横尾忠則 Ｙーイ（ワーイ）★Ｙ字路 / 令和６年１月27日～５月６日（88日間） 

      また、展覧会をより楽しめるよう、期間中に実施するギャラリートーク動画のユーチ
ューブ発信や1Fオープンスタジオでの放映なども行う。 

    

（２）アーカイブ資料の整理・公開 

横尾氏が所蔵し、当館に受け入れているイラスト、デザイン原稿、書籍等を整理し、展
覧会に活用するとともに、順次「アーカイブ資料リスト」として公開し、横尾芸術の研
究等に活用する。（令和４年１月末現在 3,775点） 
 

（３）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 

県民が気軽に芸術文化に触れる機会として、県が実施する「ひょうごプレミアム芸術 
デー」の一環として、次の取組を実施する。 
 ① 無料開放 ７月11日～17日（７日間） 
 ② ユニバーサルデー（仮称）の設定 
   無料開放の期間中に、障がい者や子育て世代が気兼ねなく鑑賞できる日を設定 
 ③ スペシャルライブの開催（横尾氏ゆかりの音楽家を起用予定） 
 

（４）情報発信の強化・充実 

横尾作品は世界的にも評価が高いことから、2025 大阪関西万博に向けて海外からの誘
客を促進するため、ホームページの多言語化や展覧会図録の英語併記など、国際広報の
充実に努める。 
 
 

 
 



 

 

〔県立美術館王子分館の管理・運営（詳細）〕 
    

兵庫県立美術館王子分館の指定管理者として、横尾忠則現代美術館での展覧会、公開

制作やコンサートなど各種催しを開催し、芸術文化に関する情報発信を行うとともに、

原田の森ギャラリーでは、地域のプロ・アマチュア芸術家や県内芸術文化団体の発表の

場としての役割を果たせるよう管理・運営に努める。 

 
【所在地】 神戸市灘区原田通３丁目８番３０号 

【施  設】 〈原田の森ギャラリー〉 本館（１・２階展示室、収蔵庫） 

東館（１・２階展示室、収蔵庫地下１階・ 

地下２階） 

会議室（２室）、講義室等（３室） 

           〈横尾忠則現代美術館〉 展示室（２・３階）、 

アーカイブルーム、コレクションギャラリー、

展望施設（４階）、 

オープンスタジオ、ミュージアムショップ、 

インフォメーション（１階）、 

収蔵庫(地下１階) 

              〈喫茶棟〉 

〈附属駐車場〉 ３１台（時間貸し） 
 

１ 原田の森ギャラリーの管理・運営  

（１） 貸しギャラリー等の実施 

当施設は、公立美術館としては全国最大規模のギャラリーを有している。明るく

開放的かつ快適な空間の展示室が利用者から好評を得、高い利用率を保っている。 

 ホームページやＳＮＳ媒体等による広報を行い、絵画教室に加え、コンサート等

多様な創作・発表活動の場の提供を行う。 

また、施設予約システムの新たな導入により、申請手続きの簡略化、デジタルサ

イネージによるイベント情報等を配信し、利用者の利便性を図る。 

引き続き新型コロナウイルス感染症への対策を徹底しながら、ギャラリーのより

一層の魅力アップに努める。 
 

（２） ギャラリー運営会議の実施 

広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円

滑化を図るため、利用団体代表者を含む運営委員からの助言・提言を得るギャラリー

運営会議を実施する。 
 

（３） 情報の提供・広報 

 ① ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp/harada） 

    【内  容】施設概要、展覧会情報、利用案内、空室情報 等 

② ＳＮＳの運用（フェイスブック、ツイッター、インスタグラム） 

    【内  容】即時性のある展覧会情報、イベント情報 等 

 ③ 美術情報の提供 

   【内 容】１階フロアに展覧会案内ハガキ、パンフレットを見やすく配置し、来

館者に情報サービスの提供を行う。またＪＲ灘駅をはじめ近隣施設へ

のスケジュール掲示など、地域と連携しながら利用者増に努める。 

  ④ 障害者アート作品の常設展示 

【内 容】全国的にも珍しい、障害のある方々の芸術作品等の発表、鑑賞機会の

拡大を目的とした「兵庫県障害者アートギャラリー（常設展示室）」

を館内に設け、２～３カ月毎に作品を入れ替えて展示を行う。 

https://hyogo-arts.or.jp/harada


 

 

 ２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 
横尾忠則氏の優れた作品等について広く県民に鑑賞する機会を提供するため、横尾

作品を中心とする魅力ある展覧会を実施するとともに、『横尾芸術の一大拠点』とし

て、横尾氏による公開制作や著名人との対談などのほか、企画に即した展覧会関連事

業、オープンスタジオコンサート、パフォーマンスのほか、コロナ禍において定着し

た動画配信等による情報発信も含めて、多様な表現手段を用いた美術館広報を展開し、

若い世代をはじめとした新たな来客層への訴求にもつながる魅力を、当館らしく発信

していく。  

    

（１） 横尾作品を中心とした展覧会の開催                         

展覧会名 第１期企画展 横尾忠則 原郷の森 

会  期 
令和５年５月２７日（土）〜８月２７日（日）80 日間 

（於：２・３Ｆ展示室） 

内  容 

2022 年 3月に出版された小説『原郷の森』（文藝春秋）でとりあげられた横尾の

作品を、小説から抽出した文言とともに展示することで、言葉のみで表された世

界を、イメージを加え立体的に構築することを試みる。横尾がつづる言葉と横尾

が描く絵が織りなす森のような展示室に分け入り、半世紀以上の歳月をかけて形

作られた横尾芸術を身体的に感じ取る機会とする。 

共  催 神戸新聞社 

関連事業 キュレーターズトーク、スペシャルライブ（新規；後述）等 

 

展覧会名 YOKOOTADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part1 

会  期 
令和５年５月２７日（土）〜８月２７日（日）80 日間 

（於：4Ｆ横尾忠則コレクションギャラリー） 

内  容 横尾氏のコレクションから小説『原郷の森』に関連するものなどを展示する。 

 

展覧会名 第２期企画展 Yokoo in Wonderland ―横尾忠則の不思議の国 

会  期 
令和５年９月１６日（土）〜１２月２４日（日）86 日間 

（於：２・３Ｆ展示室） 

内  容 

横尾作品のなかの「不思議の国」に焦点をあてた展覧会。横尾の小説『ぶるう

らんど』を入口として、現実の延長にある空想の世界をルイス・キャロル作「不

思議の国のアリス」になぞらえて 2 部構成で紹介する。2階展示室では「不思議

の国」と題してシュルレアリスム的な作品を、3階では「鏡の国」と題して鏡を

使用した作品やミラーイメージを用いた作品を一堂に展示する。 

共  催 (調整中) 

関連事業 キュレーターズトーク等 

 

展覧会名 YOKOOTADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part2 

会  期 
令和５年９月１６日（土）〜１２月２４日（日）86 日間 

（於：4Ｆ横尾忠則コレクションギャラリー） 

内  容 《夢枕》シリーズ全 43点を一堂に展示する。 

 



 

 

展覧会名 収蔵品展 横尾忠則 Yーイ
ワ ー イ

!★Y 字路 

会  期 
令和６年１月２７日（土）〜５月６日（月・祝）88 日間 

（於：２・３Ｆ展示室） 

内  容 

横尾忠則のライフ・ワーク「Y 字路」シリーズを紹介する展覧会。2015 年に当館

で開催した 2006〜2015 年の作品による「横尾忠則 続・Y字路」を補完するもの

で、シリーズの原点である初期作品（2000〜2005 年）、および新近作（2016 年〜）

により、多彩な「Y 字路」シリーズの魅力に迫る。なお本展は、本来は 2020 年度

に開催予定だったが、コロナ禍により延期されていたものである。 

 

展覧会名 YOKOOTADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part3 

会  期 
令和６年１月２７日（土）〜５月６日（月・祝）88 日間 

（於：4Ｆ横尾忠則コレクションギャラリー） 

内  容 （調整中） 

 

 

（２）貴重なアーカイブ資料の整理・公開・展示 

アーカイブでは、横尾氏のもとに保管されていたイラストやポスター、デザイン原

稿はじめ、蔵書・関連記事の掲載誌、レコード収集品など多岐にわたる資料を受け入

れ、順次、整理・公開していく。 

  資料整理をより円滑に行うため、博学連携として甲南大学、甲南女子大学、神戸芸

術工科大学の博物館実習生を受け入れている。 

① 整理 

整理済み資料に関する情報は、横尾忠則現代美術館 HP にて「整理済みアーカイ

ブ資料リスト」として一覧を公開 。 

※ 登録済の資料：3,775 点(令和 4 年１月末) 

② 公開 

整理済み資料については閲覧に供する。（無料、要予約、個人への貸出不可） 

③ 展示 

   企画展等での展示に供している。 

 

（３）作品・資料等の保存・修復活動（拡充） 

  収蔵作品及び資料の劣化要因（温湿度、光、空気汚染物質、有害生物など）を制御、 

排除することで、館内環境を良好に保つよう努める。保存・修復に際しては、作品の

現状維持修復を原則とし、オリジナルの価値を損なわないように配慮しながら、展

示・他館貸し出し等に応じ、修復措置を行っている。（４年度：248 件実施） 

   また、横尾氏と親交のあった故瀬戸内寂聴氏のコレクション（近現代美術等 45 件）

を新たに収集した。 

 

（４）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 

県民の芸術文化に触れる機会を充実するため、県立芸術文化施設の無料開放等を行う

県民プレミアム芸術デーを実施する。 

① 無料開放  ７月 11 日～17 日（７日間）  

② ユニバーサルデー(仮称)  障がい者や子育て世帯の来館促進のために実施 

③ スペシャルライブ （「横尾忠則 原郷の森」関連事業として実施） ほか 

 

 

 



 

 

（５）オープンスタジオ等を活用した多彩なイベントの実施 

① 企画展関連事業 

企画展ごとに横尾氏と密接な関係のある著名人とのトークショーやライブ、キュ

レーターズトーク、ワークショップ、講演会等を開催する。 

② オープンスタジオコンサート 

         協会本部のアーティストサロン等の協力を得て、県内を中心に活動する優れた音

楽家等によるコンサートやアーティストによるパフォーマンスを実施し、美術館の

にぎわいづくりと新たなファン層の拡大をめざす。 

③ ユーチューブでの動画配信事業等 

     公式ユーチューブチャンネル（令和２年８月開設）において、ギャラリートーク

（字幕：日・英）のほか、展示室の横尾作品をバックにしたパフォーマンスなど、

館の魅力を発信する映像の制作・配信等を行っていく。 

 

（６）連携によるにぎわいづくり 

  ① 地域との連携 

（ア）地域住民・商店街等との連携 

ポスター・チラシ配布、地域イベント（灘区総合芸術祭、六甲ファミリーまつり、

美かえるカラフルマルシェ）でのＰＲや、水道筋商店街・王子動物園（令和２年度

に連携協定を締結）等とタイアップしたイベント等の実施。 

  （イ）周辺施設との連携(神戸文学館、灘区民ホール、王子動物園、BBプラザ美術館等) 

       ・ 相互のポスター・チラシの掲示・設置、開会式への招待等を実施 

     ・ 六甲ファミリーまつりや灘区総合芸術祭等への参画 

  ② 学校との連携 

    ・ 芸術系大学を中心に団体受け入れ、学芸員の案内を実施 

    ・ 関西学院大学、神戸松陰女子学院大学、兵庫教育大学との提携 

    ・ 学芸員によるアウトリーチ活動（出前講座、オンライン授業等） 

③ 他館との連携 

  （ア）神戸市内美術館で構成する「KOBE MUSEUM LINK」との連携 

共同ホームページの作成、デジタルスタンプラリーによる広報等 

  （イ）ミュージアムロードを構成する主要文化施設との連携 

      県立美術館本館、原田の森ギャラリーはもとより、近接する神戸文学館や神戸

市立王子動物園、ミュージアムロードの中間点に位置するBBプラザ美術館等と連

携し、ポスター掲示、チラシの設置、県立美術館とは半券提示で割引制度を相互

に協力している。 

（ウ）国内外の美術館等 

豊島横尾館、西脇市岡之山美術館、東京国立博物館、東京都現代美術館ほか、

国内外美術館等との広報連携を推進していく。 

 

（７）情報の提供・広報 

   マス・メディアや交通広告はじめ、インターネットの活用など様々な媒体を通じて

広く広報を実施。また横尾氏の国内外での知名度・評価も高いことから、全国誌への

掲載働きかけや、ホームページの多言語化や展覧会図録の英語併記など、国際広報に

も努める。 

①  県庁記者クラブでの資料配布、記者説明会の開催 

② テレビ・ラジオのニュース・特集番組、新聞等マス・メディアの活用 

③ 芸術・旅行分野の全国紙への掲載働きかけ 

④ インターネット等による当館情報発信 

ホームページ（令和３年３月にリニューアル／多言語対応）、YouTube チャンネル

ツィッター、フェイスブック、メールマガジン、美術館ニュース、インスタグラム、

ＳＮＳによる広告配信 等 



 

 

 

⑤ 交通広告等による広報 

阪急、山陽への広報、三宮ｾﾝﾀｰ街・ＪＲ三宮駅交番北側への看板掲出、ＪＡＦと

の提携・割引を実施するほか、訪日外国人が多く利用する神戸シティループバスへ

の広告掲載を行う。 

⑥ 横尾氏本人によるＰＲ 

テレビ出演、雑誌対談、ツイッター（33.5 万フォロワー）などのほか、横尾氏の

コラボ・ブランド(ＧＵＣＣＩ、ＩＳＳＥＩ ＭＩＹＡＫＥ、ＵＧＧ、ＳＷＡＴＣＨ

等）を当館広報に活用 

⑦ 館長によるトップセールス（テレビ、ラジオへの出演、講演会におけるＰＲ） 

⑧ キャッシュレスへの対応 

Sonoligo、楽天トラベル等での館外チケット販売、クレジットカード等によるキ

ャッシュレスチケット販売の実施 

 

３ 駐車場等の運営（収益事業） 

来館者の利便性に配慮した有料駐車場の運営を行う。 

（時間貸） 収容台数 ３１台 

 

４ その他、施設利用者の利便向上への取り組み（収益事業） 

・カフェスペースの貸出（横尾忠則現代美術館） 

・関連グッズのショップ設置・運営（横尾忠則現代美術館） 

・飲料自動販売機の設置 

  

 



 

 

兵庫県民会館の管理・運営（収益事業） 
 

令和５年度も引き続き指定管理者として、当協会が兵庫県民会館の管理運営を担うこ

ととなっている。これまで新型コロナウイルス感染防止対策として、①会館出入口での

サーモカメラ・消毒液の設置 ②施設改修（トイレの水道蛇口・男性小便器のセンサー

化等） ③会館利用者への感染防止対策の徹底及び対策物品の貸出 ④LAN・Wi-Fi 等に

よる館内通信環境の向上によるネット会議対応 などの取り組みを徹底し、利用者の安

全・安心、利便性やサービスの向上を図ってきた。 

令和５年度も状況に応じた対策に万全を期す一方、コロナ禍終息後に向けて利用動向

を見極めながら、会合や各種イベント、展示の誘致などに取り組み利用料収入の向上を

図るとともに、電力料金等が高騰するなか、必要な県民サービスを維持するため運営経

費のコスト削減や経営の合理化にも努め、県と協定した還付金（9,510 万円）の確保と

併せて、県民が芸術文化などに親しむ環境の充実を目指す。 

   

【所在地】 神戸市中央区下山手通４丁目１６番３号 

【施 設】 ・パルテホール（１１階）（定員 １５０人） 

・けんみんホール（９階）（客席数３６０席） 

・会議室（１８室）    ・集会室（３室） 

・宴会室（３室）     ・団体事務室（２３団体） 

・時間貸駐車場（３７台） ・月極車庫（４４台） 

・営業店舗（２業者） 

・アーティストサロン 

・兵庫県民アートギャラリー 

１階  特別展示室（７８㎡）  

２階  大展示室（３４６㎡）、中展示室（１７６㎡）、 

小展示室（５０㎡） 

 

１ 利用者の安全・安心、利便性やサービスの向上 

新型コロナウイルス感染防止のため、毎月初日の一斉申込受付方法の事前申込方

式への変更、利用料金支払でのキャッシュレス対応、クレジットカードや電子マネ

ーにも対応した多機能決済端末の導入等を進めてきた。これらは、利用者の安全・

安心はもとより利便性やサービス向上にも資するため、引き続き推進していく。 

また、館内の LAN や Wi-Fi 設備、通信回線容量の強化を図っており、コロナ禍を

機に需要が増加しているオンライン会議の取り込みにも努める。 

 

２ ギャラリー・ホール等の利用促進及び情報発信の強化 

一昨年にリニューアルした県民アートギャラリーについて、パソコンやスマート

フォンで展示品を鑑賞できるバーチャルギャラリー“Walk 360”の利用団体への紹

介などを通じたＰＲや、特別展示室の空き期間を活用した作品展示などによる賑わ

いづくり、利用の少ない時期に重点を置いた利用促進策の検討などにより、コロナ

禍のもとで低調に推移してきた利用率の向上をめざす。 

また、県民会館のホームページやＳＮＳも活用し、ホール、会議室、ギャラリー

等の空室情報、催物などの情報を提供する一方、ロビー設置のモニターや情報コー

ナーでの閲覧等により、多彩な文化情報を提供する。 

 

３ 施設・設備の老朽箇所等の長寿命化等 

老朽化した建物、設備を長持ちさせるための修繕工事や定期点検・メンテナンス

を適時・適切に実施するとともに、喫茶コーナーや地下１階イートインコーナーの

利用促進を図り、会館の快適性や利便性の維持・向上に努める。 

 



 

 

４ ギャラリー運営会議の開催 

    広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の

円滑化を図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営

会議において、貸出計画案の承認を得る。 

 

５ 駐車場等の運営 

来館者の利便性に配慮した有料駐車場の運営を行う。 

（時間貸） 収容台数 ３７台 

（月極）  収容台数 ４４台 

 

６ その他、施設利用者の利便向上への取り組み 

・喫茶等スペースの貸出 

・飲料自動販売機の設置 

・図書頒布販売、他主催入場券等の受託販売 


